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レ一群の既約指標のベき単元における値に関する三つの定理(後述の定理A ， B , C) と，ボレル部
分群による剰余群とべき単元との関係についてのこつの定理(定理D ， E) である。このうち後の二
定理は，それぞれ定理A ， C を表現論の用語を使わない形に言い換えたものと考えることができる。
以下，より詳細に論文の内容について述べることにする。 G を標数 p の有限体上のシュヴァレ一群と
し， Wをそのワイル群， B をボレル部分群， V を B に含まれる p シロ一部分群とする。また，一般に
有限集合S に対し，その元数のことを lSl と記す。
定理Ao B の単位指標から誘導して得られる G の指標に含まれる G の既約指標X に対して， x を
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その「双対指標|とすると，次の等式が成立する。
ヱu X 仏)=IUI X(l) , 
但し左辺の和はG のべき単元全体の上をわたる。
定理Bo G を随伴型とし， p が「良い j と仮定する。 x を G の(ハリッシ・チャンドラの意味で
の)離散系列に属する既約指標とし ， r を(ゲリファントとグラエフの意味で)一般の位置にある V
の一次元指標から誘導された G の指標とする X の regular なベき単元における値は， X がr に含まれ
るか否かに従って， :! 1 または O である。
定理C o p が「良い|と仮定し， X を定理A の通りとする。 X の regular なベき単元における値
は， X が単位指標であるか否かに従って， 1 または O である。




定理Eo P が「良い|と仮定する。 C を G の regular なベき単元ばかりからなる任意の共役類，
g を G の任意の元とすると，
l均nCl
は， ε にも C にも関係しない数である。
証明の要点は，ベき単元全体(あるいは， regular なべき単元全体)の集合の上で一定値をとり，





本論文の前半にむいて，標数 p>O の有限体上のシュヴァレ一群G のボレル部分群B ，およびその
γシロ一部分群U と群のベき単元の関係を論ム興味あるこつの定理を得ている。これはG のベき単
元の個数はU の位数の平方に等しいという Steinherg の結果を系として含んで、いる。
後半においては. G の既約指標であって B の単位指標から誘導して得られるもの X が.G のべき単
元にわいてとる値について考察する。まず~. X がこれらのべき単元においてとる値の総和は， X の双
対指標の次数と Uの位数の積に等しいことを証明し，つぎに標数 p がG によって定まるニー三の除外




以上の川中君の研究には有限シュヴァレ一群に対する精密な考察がなされ， (B , N) 対， Stein-
berg 指標， Hecke 環などに関する結果が巧みに駆使されて方法論的にも大へん興味深い，また，ここ
に得られた結果は有限群の既約指標の理論ヘ重要な寄与をなしたものと考えられる。よって，本論文
は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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